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いじめが背景に疑われる重大事態への対応マニュアルの概要 
                                                                熊本県立北稜高等学校 
１ 重大事態への対象 
（１）生徒が自殺を企図した場合、「重大事態対応マニュアル」に従い対応する。 
   （自殺を企図した場合、全て「背景」にいじめがあるという前提で対応する。） 
（２）生徒が自殺を企図した場合に該当しない重大事態については、本校の「いじめ防止基本 
  方針（別冊）」、「学校危機管理マニュアル(別冊）」等によって対応する。 

 
２ 重大事態とは 
（１）いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき｡ 
（２）いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると 
  認めるとき。 

 
３ 重大事態対応マニュアルの構成 

重大事態発生 
                                          ↓  

緊 急 対 応 
（１）初動対応の体制整備（ｐ１） 

（２）遺族への関わり 
   （Ｐ４） 
 

（３）情報収集・発信 
   （Ｐ６） 
 

（４）保護者への説明 
（Ｐ８） 

 

（５）心のケア 
（Ｐ９） 

 

（６）事案発生後の  

  課業日の対応 
    （Ｐ１０） 

                                          ↓ 
背景調査の実施 

（１）【基本調査の実施】◇調査の進め方（Ｐ１１） 
                                          ↓ 

（２）【詳細調査への移行の判断】◇詳細調査への移行 
                   （Ｐ１２） 

                                          ↓ 
（３）【詳細調査の実施】◇調査の進め方（Ｐ１３） 

                                          ↓ 
（４）【調査結果のとりまとめ】調査結果のまとめ方 
                                     （Ｐ１５） 

                                          ↓ 
（５）【調査結果についての遺族及び県への報告・公表等】 
       遺族及び県への報告・公表等（Ｐ１６） 

 
４ 学校におけるいじめの防止等の対策のための組織 
 「校内調査プロジェクト委員会」(対応組織） 
 ○校 長  ○教 頭  ○主任事務長  ○いじめ防止主査 ○人権教育主任（教育相談） 
 ○生徒指導主事  ○特別教育支援コーディネーター  ○総務部長  ○環境保健部長 
 ○１学年主任  ○２学年主任  ○３学年主任  ○養護教諭  ○担任   ○ＳＣ 
 
全体指揮：校長 

 

 
遺族対応：教頭 

 

 
外部窓口：教頭 

 

生徒対応：学年団、いじめ防止主査、    
      人権教育主任（教育相談） 
          生徒指導主事、養護教諭 

 
５ 重大事態への緊急対応の具体と留意点 
（１）初動対応 
   ア 教育委員会を通じて知事へ実態発生の報告「校長」 
   イ  対応のポイント 
       ・遺族の気持ちに寄り添う ・二次的な被害を出さない ・学校の日常生活の回復 
    ウ 記録：対応経過を時系列に記録「教頭」 
（２）遺族への関わり 
    ア 事案の公表「校長」 
        ・遺族とよく相談し意向を確認して生徒、保護者、報道機関へ伝える。 
    イ 通夜葬儀の対応「教頭、学年主任、担任、（部活動顧問）」 
         ・遺族の意向を確認し、職員・生徒の参列を判断する。 
    ウ 葬式後の関わり「教頭、学年主任、担任、（部活動顧問）」 
         ・関係職員が遺族宅を訪問するなどの関係の保持 
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      ・事案の反省を教訓にした学校の取組等の情報提供。 
        ・心のケアとしての専門機関の紹介。 
         ・卒業アルバムや卒業証書等の最大限の配慮。 
（３）情報収集・発信 
    ア 背景調査「教頭、いじめ防止主査、人権教育主任（教育相談）、学年主任、担任、情報ｼｽﾃﾑ部長」 
     ・気になる情報の収集  ・インターネット情報の収集 
        ・情報の整理 → 共通認識事項、追調査が必要な事項 
     イ 公表（遺族の了解後）「教頭」 
         ・説明内容の整理（発生事実の概要、対応経過、今後の予定等）と分類（文書と口頭） 
         ・記者会見は教育委員会と一体で実施。 
（４）保護者への説明「校長」 
   ア 文書の発行（事実の概要、学校の対応、今後の予定、子どもへの接し方、相談機関の 
    案内） 
   イ 保護者会（全校・当該学年）の開催 
（５）心のケア（生徒、保護者、職員）自殺を企画した生徒の家族への二次被害防止 
  【ケア会義の設置】 
      構成員：「教頭、いじめ防止主査、人権教育主任（教育相談）、養護教諭、学年主任、担任、ＳＣ」 
     ア 急性ストレス反応とその対応、メンタルヘルスについての講義「ＳＣ」 
     イ 関係者が自由にＳＣ等に相談できる体制の整備「人権教育主任（教育相談）・養護教諭」 
     ウ 加害が疑われる生徒へのカウンセリングの実施と状態把握 
                     「養護教諭・学年主任・担任・ＳＣ」 
（６）事件発生後の課業日の対応 
     ア 生徒へ自死の伝達「校長」 
     イ 生徒の葬儀への参加「教頭」 
     ウ ＳＮＳを含む、不用意・不適切な言動防止の指導「生徒指導主事・学年主任・担任」 
     エ 加害が疑われる生徒の自己の行為の振り返り機会を設定 
                           「生徒指導主事・学年主任・担任」 
     オ 学校やクラスでの当該事案を振り返る機会の設定「学年主任、担任」 

 
６ 背景調査 
（１）基本調査「教頭」 
 ア 遺族への聴き取りと調査に対する事前説明「教頭・学年主任・担任・（部活動顧問）」     
 イ 警察、関係福祉、医療機関との情報共有「教頭・生徒指導主事・人権教育主任（教育相談）」 
  ウ ＳＮＳを含む、不用意・不適切な言動防止の指導「生徒指導主事・学年主任・担任」 
  エ 全教職員からの聴き取り（調査開始３日以内）「教頭」 
  オ 関係の深い生徒から聴き取り「人権教育主任（教育相談）、学年主任、担任、（部活動顧問）」 

  ※調査対象者への事前事後のフォロー「養護教諭・学年主任・担任・ＳＣ」 
 
  【報告】「教頭」 

  ア 教育委員会への「事故報告書」の提出 
  イ 遺族への調査内容の報告 

 
（２）詳細調査への移行 
【判断基準】 
  ア 調査結果により教育委員会との協議で決定 
  イ 背景にいじめの疑いがある場合 
  ウ 遺族に要望がある 

 
（３）詳細調査 

学校調査委員会（委員長及び過半数が外部の専門科）の設置 
 ① 基本調査の確認          ② アンケート調査や聴き取り調査の実態 
  ③ 遺族からの聴き取り      ④ 学校以外の関係機関への聴き取り  
  ⑤ 情報の整理及び自死に至る過程や心理の検証     ⑥ 今後の自殺予防の改善策の提言 
⑦ その他、必要と認められる調査等  

    ア 調査結果のまとめ 
      ・判断基準に基づく事実認定  ・調査報告書の作成 
        ・調査結果の公表のための基準作  
    イ 調査結果についての遺族及び県への方向･公表 
        ・遺族への調査結果の報告   ・記者会見等は遺族の了解後、教育委員会と共に行う 
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